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ムラグから～ 20 cm/s という平均流速が見
積もられます。




































合せにより，数十匹のクロソイ計 20 kg か
ら数 mg の純粋な抗菌物質を得ることがで
きました。抗菌物質は分子量 120 kDa の酸
性糖タンパク質で，アミノ酸配列分析の結果
から L- アミノ酸オキシダーゼ (LAO) と相
同性を示しました。これは魚類体表から抗菌
物質として LAO を見出した初の例となりま
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ラジウム同位体 (226Ra および 228Ra) は，
沿岸堆積物および浅い大陸棚より海水に継
続的に供給されています。特に，228Ra は
短い半減期 (5.75 年 ) を反映し，その供給
源から離れるにつれ，濃度が急速に減少し
ていきます。よって 228Ra/226Ra 比は，長
半減期の226Ra (1600 年 ) に比べ228Ra の
濃度分布を大きく反映します。特に，東シ
ナ海大陸側の表層を占める大陸棚浅層海水 
(4.0) の 228Ra/226Ra 比は，世界的にみても





















































 (Nozaki et al., 1991; Inoue et al., 2017)
7 月の日本海表層の228Ra/226Ra 比と東シナ海大陸






 (Inoue et al., 2007)
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がみられ，さらに対馬海峡 (下図のTE) から
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